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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
累計期間

第51期

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成27年
　３月31日

自平成27年
　10月１日
至平成28年
　３月31日

自平成26年
　10月１日
至平成27年
　９月30日

売上高 （千円） 41,662,215 41,908,039 84,417,412

経常利益 （千円） 1,495,703 1,243,580 2,685,297

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 826,274 736,093 1,651,393

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 911,192 566,084 1,678,274

純資産額 （千円） 41,655,859 42,739,873 42,299,602

総資産額 （千円） 50,663,883 51,942,995 51,762,345

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 53.61 47.78 107.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.2 82.3 81.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,817,020 1,961,311 3,802,379

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △495,426 △1,214,305 △1,852,274

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △152,625 △125,541 △276,727

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,540,846 6,666,720 6,045,255

 

回次
第51期

第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
　１月１日
至平成27年
　３月31日

自平成28年
　１月１日
至平成28年
　３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.92 20.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累
計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま
す。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境が改善するなど緩やかな回復基

調で推移いたしましたが、年明け以降の円高の進展等により製造業を中心に景況感が悪化し、先行きの不透明感

が強まっております。

　食品スーパー業界におきましては、景気の回復傾向を受けて消費マインドが改善し、惣菜などの即食商品を中

心に売上が伸長するなど概ね堅調に推移いたしました。

　このような状況の中で当社グループは、既存店の改装を９ヵ店（穴生店、東長崎店、大野店、中津店、久山台

店、嬉野店、川久保店、志免店、高田店）で行い、活性化を図ってまいりました。また、「健康に良い、美味し

いものを食べたい」というニーズに対応するため「まろやかブランド」を立ち上げました。「まろやかブラン

ド」とは、当社バイヤーが自信を持ってお勧めする美味しい商品であり、その中でも特に生鮮食品においては、

生産者の方との直接取引により一般市場ではあまり流通していない商品の発掘に積極的に取り組んでまいりまし

た。

　以上により、売上高については、店舗数が前第２四半期連結会計期間末と比較して４店舗減少したものの増収

となりました。しかしながら、利益面については、人件費の高騰や店舗改装を中心とした設備投資の増加による

減価償却費の負担が重く、減益となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高419億８百万円（前年同四半期比0.6％増）、営業収入

１億33百万円（同11.0％減）、営業利益11億37百万円（同17.8％減）、経常利益12億43百万円（同16.9％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益７億36百万円（同10.9％減）となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は66億66百万円となり、

前連結会計年度末と比較して６億21百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は19億61百万円（前年同四半期比7.9％増）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純利益12億32百万円、減価償却費７億15百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果、使用した資金は12億14百万円（同145.1％増）となりました。これは主に有形固定資産の取得

による支出12億74百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果、使用した資金は１億25百万円（同17.7％減）となりました。これは主に配当金の支払額１億

22百万円によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社　マルキョウ(E03155)

四半期報告書

 4/18



（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 62,700,000

計 62,700,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行
数（株）
（平成28年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,675,000 15,675,000 福岡証券取引所 単元株式数1,000株

計 15,675,000 15,675,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年１月１日～

平成28年３月31日
－ 15,675,000 － 5,996,200 － 6,599,920
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（６）【大株主の状況】

  平成28年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

斉田　キミヨ 福岡県筑紫野市 2,668 17.02

ヤマエ久野株式会社 福岡市博多区博多駅東２丁目13－34 2,017 12.86

西日本鉄道株式会社 福岡市中央区天神１丁目11－17 1,568 10.00

池田興産有限会社 福岡県筑紫野市大字山家3296番地 1,059 6.75

マルキョウ取引先持株会 福岡県大野城市山田５丁目３番１号 824 5.25

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１－１ 579 3.69

ＨＳＢＣ　ＢＡＮＫ　ＰＬＣ　Ａ／Ｃ

ＭＡＲＡＴＨＯＮ　ＦＵＳＩＯＮ

ＪＡＰＡＮ　ＰＡＲＴＮＥＲＳＨＩＰ

ＬＰ

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店）

８　ＣＡＮＡＤＡ　ＳＱＵＡＲＥ，

ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ14　５ＨＱ

 

 

（東京都中央区日本橋３丁目11－

１）

366 2.33

佐藤　宏樹 千葉県松戸市 278 1.77

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神２丁目13－１ 264 1.68

三菱食品株式会社 東京都大田区平和島６丁目１－１ 238 1.51

計 － 9,861 62.91

（注）上記のほか、自己株式が271千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　　　271,000 － －

　完全議決権株式（その他） 　普通株式　　　 15,244,000 15,244 －

　単元未満株式 　普通株式　　　　　160,000 － －

　発行済株式総数 　　　　　　　　 15,675,000 － －

　総株主の議決権 － 15,244 －

 

②【自己株式等】

平成28年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

（自己保有株式）

㈱マルキョウ

福岡県大野城市山

田５丁目３番１号
271,000 － 271,000 1.73

計 － 271,000 － 271,000 1.73

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,681,547 11,303,012

売掛金 10,278 9,188

商品 3,110,467 2,850,371

繰延税金資産 134,088 104,182

その他 617,633 547,335

流動資産合計 14,554,014 14,814,090

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,868,409 10,018,128

土地 22,837,723 22,769,342

その他（純額） 1,484,419 1,575,811

有形固定資産合計 34,190,552 34,363,283

無形固定資産 102,887 100,358

投資その他の資産   

投資有価証券 763,620 570,132

繰延税金資産 851,259 811,331

その他 1,300,011 1,283,800

投資その他の資産合計 2,914,891 2,665,263

固定資産合計 37,208,330 37,128,905

資産合計 51,762,345 51,942,995

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,226,228 5,303,901

未払法人税等 430,038 453,509

賞与引当金 194,833 147,503

その他 1,925,793 1,599,588

流動負債合計 7,776,894 7,504,502

固定負債   

役員退職慰労引当金 107,537 112,412

退職給付に係る負債 1,167,278 1,174,299

資産除去債務 302,757 304,882

長期預り敷金 108,274 107,024

固定負債合計 1,685,848 1,698,619

負債合計 9,462,742 9,203,122

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,996,200 5,996,200

資本剰余金 6,599,931 6,599,931

利益剰余金 29,710,033 30,322,869

自己株式 △139,305 △141,861

株主資本合計 42,166,859 42,777,138

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 155,759 △14,568

退職給付に係る調整累計額 △23,016 △22,697

その他の包括利益累計額合計 132,743 △37,265

純資産合計 42,299,602 42,739,873

負債純資産合計 51,762,345 51,942,995
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高 41,662,215 41,908,039

売上原価 32,210,282 32,368,898

売上総利益 9,451,933 9,539,140

営業収入 149,928 133,468

営業総利益 9,601,862 9,672,608

販売費及び一般管理費 ※ 8,217,201 ※ 8,534,962

営業利益 1,384,660 1,137,645

営業外収益   

受取利息 2,617 3,313

受取配当金 11,561 5,784

受取手数料 46,140 47,262

その他 52,710 50,653

営業外収益合計 113,029 107,014

営業外費用   

支払利息 92 73

その他 1,894 1,005

営業外費用合計 1,986 1,079

経常利益 1,495,703 1,243,580

特別利益   

固定資産売却益 2,048 6,546

収用補償金 1,710 10,830

補助金収入 128,887 －

資産除去債務戻入益 4,593 －

特別利益合計 137,239 17,376

特別損失   

固定資産除却損 15,403 23,760

固定資産売却損 168,680 4,370

減損損失 24,918 －

特別損失合計 209,002 28,131

税金等調整前四半期純利益 1,423,940 1,232,826

法人税、住民税及び事業税 409,906 405,016

法人税等調整額 187,759 91,716

法人税等合計 597,665 496,733

四半期純利益 826,274 736,093

親会社株主に帰属する四半期純利益 826,274 736,093
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

四半期純利益 826,274 736,093

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 85,743 △170,327

退職給付に係る調整額 △825 319

その他の包括利益合計 84,917 △170,008

四半期包括利益 911,192 566,084

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 911,192 566,084
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,423,940 1,232,826

減価償却費 578,403 715,407

減損損失 24,918 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △35,798 △47,330

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,788 8,218

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △44,462 4,875

受取利息及び受取配当金 △14,178 △9,098

支払利息 92 73

固定資産除却損 15,403 23,760

固定資産売却損益（△は益） 166,632 △2,175

収用補償金 △1,710 △10,830

補助金収入 △128,887 －

資産除去債務戻入益 △4,593 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,600 1,089

たな卸資産の増減額（△は増加） 24,898 261,125

仕入債務の増減額（△は減少） △39,932 77,672

その他 △102,893 106,352

小計 1,875,221 2,361,967

利息及び配当金の受取額 11,952 6,110

利息の支払額 △92 △73

法人税等の支払額 △70,061 △406,691

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,817,020 1,961,311

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △110,056 △110,056

定期預金の払戻による収入 110,056 110,056

有形固定資産の取得による支出 △890,920 △1,274,988

有形固定資産の売却による収入 234,453 81,442

無形固定資産の取得による支出 △20,493 △14,566

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 400

収用補償金の受取による収入 3,179 15,093

補助金の受取による収入 128,887 －

その他 49,466 △21,687

投資活動によるキャッシュ・フロー △495,426 △1,214,305

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △2,294 △2,556

配当金の支払額 △150,331 △122,985

財務活動によるキャッシュ・フロー △152,625 △125,541

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,168,967 621,464

現金及び現金同等物の期首残高 4,371,878 6,045,255

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,540,846 ※ 6,666,720
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っ

ております。

 

（追加情報）

（税効果会計に使用する法定実効税率の変更）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正等の法律」（平

成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税

率等の引下げ等が行われることになりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は、平成28年10月１日に開始する連結会計年度及び平成29年10月１日に開始する連結会計年度に解消

が見込まれる一時差異については30.7％に、平成30年10月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる

一時差異については30.5％になります。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は41,442千円減少し、法人

税等調整額は40,957千円増加し、退職給付に係る調整累計額は485千円減少しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
　　至 平成27年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
　　至 平成28年３月31日）

配送費 616,000千円 626,369千円

広告宣伝費 284,467 284,782

給料手当及び役員報酬 3,077,635 3,252,881

賞与引当金繰入額 145,904 147,503

退職給付費用 36,899 40,077

役員退職慰労引当金繰入額 5,187 4,875

水道光熱費 780,262 708,354

減価償却費 578,403 715,407

賃借料 650,267 621,434

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成28年３月31日）

現金及び預金勘定 9,177,037千円 11,303,012千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,636,190 △4,636,291

現金及び現金同等物 5,540,846 6,666,720
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

１．配当金支払額

 

決議
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当た

り配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月18日

定時株主総会
普通株式 150,297 9.75 平成26年９月30日 平成26年12月19日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 

決議
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当た

り配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月30日

取締役会
普通株式 119,440 7.75 平成27年３月31日 平成27年６月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

１．配当金支払額

 

決議
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当た

り配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月17日

定時株主総会
普通株式 123,257 8.00 平成27年９月30日 平成27年12月18日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 

決議
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当た

り配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月28日

取締役会
普通株式 123,231 8.00 平成28年３月31日 平成28年６月１日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、報告セグメントが小売業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏しいた

め、記載を省略しております。なお、「その他」には、テナント等への不動産賃貸業が含まれております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 53円61銭 47円78銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
826,274 736,093

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
826,274 736,093

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,413 15,405

  （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年４月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　123,231千円

　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８円

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　平成28年６月１日

（注）平成28年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年５月10日

株式会社マルキョウ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堺　　昌義　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　義三　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マル

キョウの平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年１月１日から

平成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルキョウ及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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